
「
封
事
太
宗
」
と
杵
築
藩
法

―
藩
法
新
史
料
所
見
―

　
　
　
　
‥
［
‥

　
私
は
、
先
に
「
監
郡
右
置
と
執
睨
録
－
近
世
地
方
村
支
配
者
の
政
治
志
向
－
」

と
題
し
て
の
小
稿
を
、
本
紀
要
第
十
七
号
に
投
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
拙
稿
は
、

小
串
俊
政
の
手
に
な
る
「
監
郡
右
置
」
と
、
本
多
正
辰
の
「
執
睨
録
」
の
両
書
に

共
通
す
る
、
村
方
支
配
者
の
政
治
志
向
を
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
右
の
二
書
に
類
以
し
た
性
格
の
執
政
要
務
の
た
め
の
書
が
、
旧
島
原

藩
飛
地
領
た
る
、
豊
後
国
東
郡
田
染
組
（
現
豊
後
高
田
市
）
太
庄
屋
の
河
野
氏
に
お

い
て
も
「
田
染
水
鏡
」
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
見
し
、
こ
れ
を
別
に

紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
「
田
染
水
鏡
」
は
、
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
太
庄
屋
の
執
務
上
に
必
要
と

す
る
政
務
の
判
例
を
列
挙
し
た
も
の
で
、
そ
の
執
筆
年
代
は
天
保
十
五
年
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
田
染
水
鏡
」
は
、
「
執
睨
縁
」
の
内
容
の
う
ち
、
石
高
一
覧
・
年
中
行
事
の
部

な
ど
を
除
け
ば
、
他
は
殆
ん
ど
類
似
し
た
内
容
と
な
り
、
「
執
睨
録
」
同
様
、
島
原

藩
「
豊
州
御
領
」
に
お
け
る
、
い
わ
ば
関
係
法
令
の
判
例
集
で
あ
る
。

　
田
染
組
太
庄
屋
河
野
氏
と
、
宇
佐
郡
橋
津
組
太
庄
屋
本
多
氏
と
は
、
島
原
藩
に

属
し
太
庄
服
役
を
勤
め
る
と
と
も
に
、
深
い
血
縁
関
係
を
持
つ
同
族
で
あ
っ
た
。

　
本
小
稿
で
所
見
を
述
べ
る
「
封
事
太
宗
」
は
、
こ
の
本
多
氏
の
末
裔
橋
津
家
に

伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
著
作
者
は
「
監
郡
右
置
」
の
著
者
た
る
小
串
俊
政
で
あ
る
。
本

後
　
藤

重
　
　
巳

多
氏
（
現
在
は
橋
津
氏
）
と
小
串
氏
は
、
こ
れ
ま
た
血
縁
関
係
に
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
何
ら
か
の
機
会
に
、
本
多
氏
の
手
に
移
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
ゆ

　
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
以
降
、
豊
後
杵
築
藩
主
と
し
て
幕
末
を
迎
え
た
松
平

氏
は
普
通
、
能
見
松
平
氏
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
三
河
国
額
田
郡
野
見
村
を
本

員
と
す
る
所
由
で
あ
る
。
正
保
二
年
、
こ
の
松
平
氏
が
杵
築
に
人
封
す
る
迄
に
は
、

当
氏
に
は
豊
前
豊
後
に
お
い
て
の
移
動
に
若
干
の
経
緯
が
あ
っ
た
。

　
慶
長
五
年
以
降
、
中
津
・
小
倉
に
拠
点
を
置
い
て
豊
前
豊
後
内
に
三
十
九
万
石

　
（
異
説
あ
り
）
の
所
領
を
有
し
て
い
た
細
川
氏
が
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
、
肥

後
に
転
封
す
る
と
、
そ
の
跡
に
小
笠
原
氏
が
人
封
し
た
。
小
笠
原
氏
も
、
細
川
氏

と
同
様
に
世
に
知
ら
れ
る
名
族
で
あ
り
、
小
笠
原
秀
政
の
四
人
の
男
子
が
、
細
川

氏
の
跡
を
四
分
割
に
し
た
形
で
配
置
さ
れ
た
。

小
笠
原
秀

守
忠
脩
＝
中
津
藩

大
夫
忠
直
＝
小
倉
藩

守
忠
知
＝
杵
築
藩

重
直
１
龍
王
藩
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右
の
如
き
、
秀
歌
の
四
子
の
内
、
第
四
男
の
重
直
は
、
こ
れ
よ
り
前
の
年
、
松

平
重
患
の
養
子
に
な
っ
て
お
り
、
松
平
氏
を
称
し
て
い
た
。

　
秀
歌
の
四
子
が
、
揃
っ
て
小
倉
・
中
津
・
杵
築
と
云
う
東
九
州
地
区
を
縦
断
す

る
形
の
地
点
に
配
置
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

是
は
、
小
笠
原
右
近
大
夫
様
、
豊
前
小
倉
へ
所
替
被
・
福
村
、
一
九
州
の
要
と
被
二

思
召
寄
、
一
御
用
被
二
仰
村
一
候
故
、
御
兄
弟
方
一
所
に
差
置
、
御
相
談
御
相
手
の

儀
有
ｙ
之
、
中
津
は
信
濃
守
様
、
杵
築
は
壱
岐
守
、
高
田
は
此
方
（
重
直
）
御
一

所
被
二
仰
村
一
候

と
述
べ
る
史
料
の
記
述
は
、
そ
の
政
治
的
・
地
理
的
条
件
を
勘
案
し
て
の
配
置
を

行
っ
た
こ
と
の
、
ほ
ぽ
真
意
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
、

瀬
戸
内
海
を
介
す
る
時
、
江
戸
・
大
坂
地
方
と
の
通
文
面
に
お
い
て
、
重
要
な
立

地
条
件
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
さ
し
ず
め
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
豊
前
龍
王
に
配
せ
ら
れ
た
松
平
重
直
は
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
寛

永
九
年
（
ヱ
八
三
二
）
、
龍
王
に
移
封
と
見
え
て
い
る
が
、
別
の
史
料
で
は
、
同
年
、

豊
後
高
田
城
に
所
替
え
と
あ
り
、
そ
の
直
後
、
高
田
城
内
か
ら
の
失
火
に
よ
っ
て

拠
を
失
な
い
、
完
成
ま
で
の
一
時
を
、
龍
王
に
過
ご
し
、
寛
永
十
四
年
に
高
田
に

入
っ
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
こ
の
数
年
間
の
所
在
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
諸
史
料

の
語
る
事
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
り
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
直
ち
に
判
じ
兼
ね
る
。

　
寛
永
十
四
年
二
六
三
七
）
、
豊
後
国
高
田
に
移
っ
た
重
直
が
、
同
十
九
年
に
病

没
し
、
翌
二
十
年
、
嫡
子
英
親
が
家
督
を
継
い
だ
。
父
重
直
の
遺
領
は
、
三
万
七

〇
〇
〇
石
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
を
弟
重
長
と
直
政
と
に
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〇
石
、

二
〇
〇
〇
石
の
計
五
〇
〇
〇
石
を
分
与
し
た
た
め
に
、
英
親
は
残
る
三
万
二
〇
〇

〇
石
を
領
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
石
高
が
、
以
降
幕
末
ま
で
の
、
杵
築
能
見
松

平
氏
の
朱
印
高
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
寛
永
九
年
、
杵
築
に
入
封
し
て
い
た
小
笠
原
志
知
は
、
正
保
二
年
二

六
四
五
）
に
三
河
国
吉
田
に
転
封
に
な
り
、
そ
の
跡
に
高
田
の
松
平
英
親
が
移
動

し
た
。

　
形
式
的
に
は
、
小
笠
原
氏
か
ら
松
平
氏
へ
の
政
権
交
替
で
あ
っ
た
が
、
実
質
は

兄
弟
の
相
承
に
外
な
ら
な
い
。
以
後
、
杵
築
三
万
二
〇
〇
〇
石
は
、
こ
の
能
見
松

平
氏
の
相
伝
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
幕
末
に
至
る
。
そ
の
藩
主
相
伝
の
次
第
は
、

右
の
通
り
で
あ
る
。

英
親
（
正
保
二
年
～
元
禄
五
年
）
１
重
栄
（
元
禄
五
年
～
宝
永
五
年
）
ｊ
－
重
休
（
宝
永
五

年
～
正
徳
五
年
）
－
－
親
純
（
正
徳
五
年
～
元
文
四
年
）
－
親
盈
（
元
文
四
年
～
明
和
四
年
）

―
親
貞
（
明
和
四
年
～
天
明
五
年
）
－
親
賢
（
天
明
五
年
上
孚
和
二
年
）
ｊ
親
明
（
享

和
二
年
～
文
化
八
年
）
―
親
良
（
文
化
八
年
上

右
九
代
に
亘
る
藩
主
の
内
、
重
栄
・
親
純
及
び
親
賢
の
三
人
は
他
家
か
ら
の
養
子

で
あ
っ
た
。

　
能
見
松
平
氏
は
、
豊
後
府
内
松
平
氏
・
肥
前
島
原
松
平
氏
と
と
も
に
、
九
州
で
　
８

は
数
少
な
い
徳
川
一
門
の
松
平
姓
譜
代
大
名
で
あ
り
、
九
州
で
は
比
較
的
重
要
な
　
Ｉ

位
置
を
占
め
て
い
た
。

　
能
見
松
平
氏
は
府
内
松
平
氏
と
と
も
に
、
長
崎
年
番
を
交
互
に
勤
め
て
お
り
、

例
え
ば
、
両
氏
の
参
勤
交
代
に
お
け
る
上
京
は
、
交
互
に
く
り
返
さ
れ
る
様
、
指

示
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
正
保
二
年
人
封
以
来
の
こ
の
杵
築
松
平
氏
の
藩
治
の
為
の
法
令
に
つ
い

て
は
、
史
料
的
な
制
約
か
ら
不
明
確
な
部
分
が
多
か
っ
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
刊
行
の
『
大
分
県
史
料
ｉ
各
藩
史
料
』
に
は
、

杵
築
藩
関
係
法
と
し
て
、
二
法
令
を
収
め
て
い
る
。

　
と
も
に
、
東
国
東
郡
国
東
町
の
後
藤
家
所
蔵
の
史
料
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
、

俗
に
知
ら
れ
る
、
承
応
四
年
二
月
の
「
御
老
中
ち
被
゜
仰
渡
一
帳
面
写
」
、
今
一
つ

は
、
享
保
十
六
年
十
二
月
の
「
郷
中
諸
法
度
」
で
あ
る
。

　
前
者
の
「
御
老
中
よ
り
被
仰
出
帳
面
写
」
は
、
原
初
的
な
名
称
で
は
な
く
、
後

藤
家
の
何
れ
か
の
時
代
に
お
け
る
表
紙
加
添
の
折
の
加
筆
仮
題
と
思
わ
れ
る
。



　
以
下
、
詳
し
く
述
べ
る
所
で
あ
る
が
、
当
藩
で
は
、
正
保
二
年
、
松
平
氏
が
人

封
に
際
し
、
同
年
九
月
十
七
目
、
二
十
五
ケ
条
に
及
ぶ
「
郷
中
仕
置
之
条
々
」
を
発

布
し
て
お
り
、
右
の
承
応
四
年
の
仰
出
は
、
「
弐
拾
五
ケ
条
之
外
萬
定
」
と
し
て
追
加

法
的
に
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
小
稿
で
紹
介
を
試
み
よ
う
と
す
る
正
保
二
年
九
月
発
布
の
「
郷
中
仕
置
之

条
々
」
等
は
、
豊
前
豊
後
国
内
に
於
け
る
藩
法
令
の
内
で
、
も
っ
と
も
早
い
時
期

に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
比
較
的
安
定
的
な
藩
政
を
布
い
た
杵
築
松
平
氏
の
、
初
期
藩
政
に
お
け
る
郷
村

支
配
を
知
る
上
に
正
保
・
承
応
・
延
宝
期
の
諸
法
令
の
実
態
を
概
観
す
る
こ
と
に

す
る
。

　
　
　
　
回

　
小
串
俊
政
が
「
封
事
太
宗
」
を
編
著
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
、
そ
の
序
文
に
詳

し
い
。
す
な
わ
ち
、

夫
、
此
編
は
郡
宰
の
庁
に
あ
る
べ
き
所
の
記
録
、
嚢
鼠
の
害
に
凶
り
て
残
欧
と

な
る
も
の
不
ぃ
少
。
凡
、
世
道
人
事
は
古
今
の
変
革
あ
る
と
い
へ
と
も
、
い
に

し
へ
の
蹟
を
稽
て
今
の
勉
を
は
か
る
に
量
あ
り
。
故
に
予
が
祖
父
郡
宰
た
り
し

時
の
旧
記
と
、
蘇
吏
村
長
の
家
に
蔵
す
る
所
の
古
書
数
子
巻
を
集
め
、
‐
１
の
中

に
封
事
の
助
け
と
も
可
ぃ
成
書
を
、
今
此
に
補
ひ
、
蒙
昧
浅
は
か
の
心
を
以
て

深
く
志
し
、
九
巻
を
編
集
し
て
、
封
事
太
宗
と
題
す
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
俊
政
の
計
画
で
は
、
編
著
の
規
模
は
全
九
巻
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
正
保

二
年
（
一
六
四
五
）
か
ら
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
ま
で
の
法
令
を
第
一
巻
、
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
か
ら
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
ま
で
を
第
二
巻
、
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
か
ら
文
致
十
年
（
一
八
二
七
）
ま
で
を
第
三
巻
と
し
て
編
集
す

る
法
令
の
編
成
集
成
を
は
じ
め
、
第
五
巻
は
、
享
保
期
か
ら
文
致
期
ま
で
の
郡
役

所
の
留
書
の
書
抜
類
、
第
六
巻
は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
か
ら
享
保
十
四
年

ま
で
の
評
定
帳
の
書
抜
類
な
ど
で
構
成
し
た
。

　
こ
の
外
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
成
っ
た
三
浦
梅
園
の
「
丙
午
封
事
」

を
第
八
巻
、
村
の
庄
屋
な
ど
の
年
中
の
行
事
等
を
詳
述
し
た
「
村
長
規
矩
」
を
第

九
巻
と
す
る
な
ど
、
全
九
巻
の
構
想
を
特
っ
て
い
た
。
序
に
よ
る
と
、
第
四
巻

に
関
し
て
は
記
述
が
な
く
、
し
か
も
開
巻
は
今
日
現
存
し
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
編
集
の
年
代
は
、
序
文
に
「
時
に
天
保
八
年
丁
召
状
八
月
」
（
一
八
三

七
）
と
見
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
確
に
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
の
計
画
し
た
右
の
各
巻
の
内
、
そ
の
全
て
が
計
画
ど
お
り
完
結

し
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
確
証
が
な
い
。
今
日
残
る
巻
冊
は
、
第
一
・

二
・
三
・
五
・
六
の
五
冊
の
み
で
あ
る
。
た
め
に
、
完
結
後
遺
失
し
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
今
後
の
研
究
を
待
つ
外
は
な
い
。

　
さ
て
、
「
封
事
太
宗
」
の
一
巻
・
二
巻
・
三
巻
に
収
載
さ
れ
る
法
令
は
、
前
述
の

如
く
、
正
保
二
年
の
郷
中
仕
置
之
条
々
に
始
ま
り
、
文
致
七
年
九
月
の
「
御
代
官

演
説
書
」
ま
で
の
、
凡
そ
一
四
〇
件
に
達
す
る
。

　
勿
論
こ
の
内
に
は
、
公
儀
法
度
と
し
て
の
幕
府
か
ら
の
通
達
や
、
必
ず
し
も
「
法

令
」
と
は
称
し
に
く
い
性
格
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
近
世
法
の
特
質
と

し
て
の
「
反
復
主
義
」
に
よ
っ
て
、
同
じ
法
令
が
、
時
代
を
異
に
し
て
発
せ
ら
れ

て
い
る
場
合
も
多
い
。
従
っ
て
、
こ
の
一
四
〇
件
近
い
法
令
の
内
容
に
つ
い
て
は

詳
細
な
分
析
比
較
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
り

た
い
と
思
う
。

　
以
下
ま
ず
、
正
保
期
か
ら
文
致
期
ま
で
に
、
発
せ
ら
れ
た
法
令
を
一
覧
し
よ
う
。

①
郷
中
仕
置
之
僅
々

②
弐
拾
五
ケ
僅
之
外
萬
定

③
覚
④
覚

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
九
月
十
七
日
　
　
二
十
五
ケ
条

承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
二
月
一
日

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
四
月
十
四
日

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
五
月

19



⑤
定
⑥
定
⑦
寺
院
御
下
知
状
蝶
々

⑧
覚
⑨
た
ば
こ
地
御
赦
免
開
発
定

⑩
覚
⑩
「
触
」

⑩
「
μ
」

⑩
覚
⑩
「
五
倫
之
道
之
事
」
外

⑩
「
仰
出
」

⑩
郷
中
仕
置
之
蝶
々

⑩
郷
中
三
拾
五
ケ
蝶
外
定
控

⑩
漁
船
御
菜
鯛
納
様
之
覚

⑩
定
⑩
定
⑤
覚
⑩
覚
⑩
覚
⑩
郷
方
奉
公
入
定

⑤
川
口
出
入
改
覚

⑩
覚
⑤
口
上
覚

⑩
覚
⑩
諸
奉
公
入
御
定
書

⑩
「
右
」
追
加

⑩
龍
舎
人
御
免
之
節
御
賄
定

⑩
覚
⑩
「
仰
出
」

⑩
「
仰
出
」

⑩
「
唐
船
に
つ
い
て
」

寛
文
五
年
（
ヱ
八
六
五
）
七
月
十
一
日

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
七
月
十
一
日

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
七
月
十
一
日

寛
文
八
年
（
コ
八
六
八
）
　
一
月
二
十
三
日

寛
文
十
年
（
ヱ
八
七
〇
）
五
月
十
二
日

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
五
月
二
十
八
日

　
「
寛
文
四
年
力
」
七
月
十
一
日

　
「
寛
文
四
年
力
」
辰
七
月
十
四
日

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
四
月
二
十
四
日

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
八
月
十
八
日

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
五
月
十
一
日

延
宝
七
年
（
ヱ
八
七
九
）
十
月

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
五
月

天
和
二
年
二
六
八
二
）

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
五
月

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
五
月

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
八
月
二
十
一
日

元
禄
三
年
（
ヱ
八
九
〇
）
午
八
月

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
八
月
九
日

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
八
月

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

元
禄
九
年
（
ヱ
八
九
六
）
八
月

元
禄
九
年
（
ヱ
八
九
六
）
九
月
六
日

五
ケ
条

三
ケ
条

十
三
ケ
条

三
ケ
条

一
ケ
条

五
ケ
条

一
ケ
条

三
十
五
ケ
条

六
ケ
条

七
ケ
条

七
ケ
条

三
ケ
条

二
十
一
ケ
条

八
ケ
条

四
ケ
条

三
ケ
条

十
二
ケ
条

元
禄
十
二
年
（
ヱ
八
九
九
）
三
月
二
十
四
日
五
ケ
条

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
七
月

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
回
十
一
月
七
日

元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
四
月

宝
永
八
年
二
七
一
回
二
月

正
徳
元
年
（
一
七
一
回
四
月
十
日

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

三
十
ケ
条

七
ケ
条

三
ケ
条

五
ケ
条

十
四
ケ
条

七
ケ
条

一
ケ
条

⑩
僅
々

⑩
江
戸
中
間
定

⑩
覚
⑩
覚
⑩
「
唐
船
持
渡
之
諸
色
」

⑩痢）⑩磨⑥
．覚
定
乙　　ﾉﾉ　ﾉﾉ　ﾉﾉ

収
定
収
覚
㈲
「
御
救
に
関
し
て
」

収
覚
⑩
御
蔵
定
法

⑩
覚
⑩
定
⑩
「
唐
船
に
関
し
て
」

柳
「
郷
中
諸
法
度
十
三
ケ
条
」

⑤
覚Ｕ

（
袈
「
急
御
用
に
関
し
て
」

⑩
「
仰
出
」

紬
「
米
直
段
に
関
し
て
」

⑥
仲
間
借
銀
返
済
定

劾
「
郡
奉
行
江
」

⑩
「
　
が
　
」

剱
「
宗
旨
改
に
関
す
る
」

⑥
「
郡
方
江
」

命
「
申
渡
」

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
十
一
月

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
四
月

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一
月

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
七
月

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
六
月

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一
月

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一
月

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
六
月

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
十
一
月
十
一
日

享
保
六
年
（
一
七
二
ご
十
一
月
十
六
日

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
二
月
六
日

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
十
月

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
八
月

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
八
月

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
八
月

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
三
月

一
一
一

ケ

条

四

ケ条

五

ケ
条

一

ケ
条

十
六
ケ
条

五
ケ
条

ニ
ケ
条

九
ケ
条

十
六
ケ
条

ニ
ヶ
条

享
保
十
六
年
二
六
三
ご
五
月
‰
融
　
七
ケ
条

享
保
大
年
二
七
三
八
）
九
月

享
保
十
六
年
（
一
七
三
ご
大
月
⑩
改
法

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
五
月

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
九
月
二
日

享
保
十
六
年
（
一
七
三
こ
十
一
月

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
五
月
十
九
日

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
五
月
十
日

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
十
月

寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
二
月

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
四
月
五
日

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
四
月
七
日

延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
三
月

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
二
月

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
四
月
十
八
日

十
ケ
条

四
ケ
条

五
ケ
条

七
ケ
条

五
ケ
条

十
二
ケ
条

四
ケ
条

十
六
ケ
条
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節
「
申
渡
」

纏
「
公
儀
仰
出
」

雖
「
田
畑
売
買
に
関
し
て
」

⑩
「
仰
出
」

⑩
「
仰
付
」

⑩
「
仰
出
」

⑩
「
仰
出
」

⑩
「
仰
出
」

⑩
「
酒
遣
米
之
事
」

⑤
「
役
人
宛
」

⑤
「
唐
船
に
関
し
て
」

⑩
「
仰
出
」

⑩
郷
蔵
定

⑩
覚
⑥
「
公
儀
法
度
」

励
「
片
野
浦
鰯
船
に
関
し
て
」

⑩
「
公
儀
」

赫
「
公
儀
」

苔
「
道
中
に
関
し
て
」

捗
坪
検
見
仕
方
伺
書

励
「
受
書
案
紙
」

赫
「
検
見
の
儀
」

⑩
「
公
儀
仰
出
」

⑩
「
　
が
　
」

⑥
「
キ
リ
シ
タ
ン
訴
人
」

⑩
「
公
儀
法
度
」

⑩
「
願
出
し
の
儀
」

肺
「
唐
明
ば
ん
の
件
」

⑩
「
南
鈴
銭
」

⑩
「
虚
無
僧
に
関
し
仰
出
」

励
「
浪
人
等
に
関
し
仰
出
」

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
十
月
十
五
日

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
　
一
月

宝
暦
二
年
二
七
五
二
）
五
月
二
十
七
日

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八
月

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八
月
二
十
八
日

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
四
月
十
九
日

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
四
月

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
が

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
一
月

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
六
月

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
八
月

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
九
月

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
十
月

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
六
月

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
九
月

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
一
月

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
十
一
月

五
ケ
条

六
ケ
条

四
ケ
条

十
三
ケ
条

三
ケ
条

十
三
ケ
条

二
十
ケ
条

六
ケ
条

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
二
月
十
四
日
　
　
三
ケ
条

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
四
月

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
四
月

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
四
月

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
七
月

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
三
月

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
八
月

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
八
月

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
五
月

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
五
月

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
九
月

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
　
一
月

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
三
月

十
八
ケ
条

九
ケ
条

一
ケ
条

ニ
ケ
条

參
覚

⑩
「
右
受
書
の
こ
と
」

翁
「
納
米
等
に
関
し
仰
出
」

⑩
「
納
米
等
に
関
し
仰
出
」

⑩
「
徒
党
に
関
し
て
」

⑩
覚

翁
定

翁
諸
国
浦
触

妨
諸
国
村
触

翁
当
テ
人
定

（
聊
「
大
工
共
入
’
職
の
事
」

翁
「
馬
屋
中
間
へ
」

翁
御
ロ
上
書
写

⑩
覚
（
勧
進
等
へ
）

⑩
覚

⑩
「
時
疫
流
行
に
関
し
て
」
（
享
保
大
）

⑩
「
公
儀
」

⑩
「
仰
付
」
（
名
寄
帳
の
こ
と
）

（
媛
掟

⑩
「
公
儀
仰
出
」

価
郷
蔵
内
日
雇
条
目

⑩
仰
出
（
浪
人
等
）

翁
「
公
儀
」

⑩
覚
（
検
見
）

但
検
見
方
役
人
方
賄
定

⑩
「
公
儀
」
（
酒
造
）

⑩
「
公
儀
」

⑩
「
庄
屋
年
頭
」

翁
「
火
事
」

⑩
「
行
脚
僧
に
関
す
る
」

（
聊
「
検
見
」

安
永
五
年
二
七
七
六
）
六
月

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
六
月

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
六
月

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
七
月

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
月

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
七
月

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
六
月

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
月

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
月

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
二
月
三
日

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
二
月

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
四
月

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
七
月

天
明
三
年
『
一
七
八
』
二
）
十
月

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
十
月

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
五
月

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
六
月

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
三
月

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
十
月

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

天
明
八
年
こ
七
八
八
）
八
月

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
八
月

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
七
月

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
十
二
月

寛
政
三
年
（
一
七
九
ご

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
十
二
月

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
八
月

十
六
ケ
条

八
ケ
条

十
一
ケ
条

五
ケ
条

九
ケ
条

四
ケ
条

八
ケ
条

五
ケ
条

十
一
ケ
条

二
十
一
ケ
条

十
四
ケ
条

六
ケ
条

八
ケ
条

五
ケ
条

五
ケ
条

二
十
一
ケ
条
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諦
郷
中
諸
法
度

諦
郷
中
制
禁
条
々

⑩
定
諦
覚
⑩
御
家
老
以
下
へ

⑩
「
仰
出
」

諦
規
定
井
心
得
え
ケ
条

訪
郷
蔵
心
得
方
覚

諦
御
代
官
演
説
書

(四)

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
　
一
月

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
　
一
月
・
六
月

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
六
月

文
化
十
三
年
（
一
ハ
ー
六
）
　
一
月

文
致
二
年
（
一
八
一
九
）
三
月
・
四
月

文
致
七
年
（
一
八
二
四
）
三
月

文
致
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月

文
致
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月

文
致
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月

十
六
ケ
条

二
十
四
ケ
条

七
ケ
条

十
五
ケ
条

五
ケ
条

三
十
二
ケ
条

十
ケ
条

　
正
保
二
年
九
月
に
発
せ
ら
れ
た
「
郷
中
仕
置
之
蝶
々
」
は
、
二
十
五
ケ
条
か
ら

成
っ
て
い
る
。

　
「
封
事
太
宗
」
の
冒
頭
の
朱
註
に
よ
る
と
、
「
瑞
龍
院
様
、
御
討
入
之
時
二
仰
出

之
廿
五
ケ
条
御
掟
也
」
と
見
え
、
瑞
龍
院
す
な
わ
ち
松
平
英
親
が
正
保
二
年
に
豊

後
杵
築
拝
領
に
際
し
て
発
し
た
第
一
号
の
法
令
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
条
末

の
朱
註
に
は
、
「
右
の
蝶
々
、
従
二
江
戸
一
御
書
出
被
二
成
下
一
族
、
可
j
（
泰
三
相

守
゜
此
旨
一
考
也
）
と
見
え
、
同
年
十
一
月
五
日
に
は
、
領
内
六
千
水
天
庄
屋
連

印
の
請
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
十
五
ケ
条
の
蝶
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
た
列
記
す
る
と
、
次
の

如
く
で
あ
る
。

一
、
吉
和
支
丹
宗
旨
改
め
に
関
す
る
こ
と

一
、
領
分
郷
中
触
れ
の
手
順

一
、
伝
馬
・
人
足
に
関
す
る
規
定

一
、
往
還
大
の
宿
に
関
す
る
規
定

一
、
道
橋
の
掃
除
管
理
に
関
す
る
規
定

一
、
堂
宮
に
対
す
る
信
奉
、
並
び
に
社
領
内
の
山
林
竹
本
無
断
伐
採
禁
止

一
、
他
領
・
自
領
の
侍
に
対
す
る
町
人
・
百
姓
の
態
度
に
つ
い
て

一
、
他
領
と
の
縁
組
の
禁
止
、
他
領
へ
の
奉
公
人
の
禁
止

一
、
人
売
買
及
び
年
季
奉
公
の
禁
止

一
、
行
方
不
明
者
の
差
返
し
に
関
す
る
件

一
、
他
国
牢
人
を
町
中
・
郷
中
に
置
く
を
禁
止

一
、
他
国
・
自
国
の
船
破
損
に
際
す
る
救
助
に
つ
い
て

一
、
井
堤
川
除
用
水
普
請
を
正
月
十
一
日
よ
り
月
内
に
完
了
す
べ
き
こ
と

一
、
種
子
米
の
保
管
と
貸
付
に
関
す
る
規
定

一
、
年
貢
皆
済
以
前
の
佳
世
返
済
の
禁
止

一
、
郡
奉
行
・
代
官
の
、
百
姓
に
対
す
る
非
分
禁
止
と
そ
の
目
安
（
訴
え
）

一
、
大
庄
屋
・
小
庄
屋
の
百
姓
に
対
す
る
非
分
の
禁
止
と
そ
の
目
安

一
、
諸
公
事
の
、
耕
作
支
障
を
禁
ず
。

一
、
人
百
姓
・
帰
参
百
姓
の
郷
内
定
住
を
な
し
た
村
役
人
の
褒
賞

一
、
領
分
中
の
家
中
へ
の
奉
公
は
、
村
人
口
の
少
な
い
村
か
ら
は
禁
止

一
、
領
分
の
諸
札
の
相
対
貸
借
の
禁
止

一
、
札
請
以
外
の
殺
生
を
禁
止

一
、
酒
売
買
は
、
他
領
売
は
許
可
、
領
分
百
姓
へ
は
禁
止
。
但
し
神
仏
祝
事
で

　
　
は
郡
奉
行
の
許
可
を
得
る
こ
と

一
、
郷
中
に
配
置
の
横
目
・
郷
足
軽
へ
の
賄
の
禁
止

一
、
大
庄
屋
の
民
家
巡
見
の
際
の
賄
は
、
一
菜
一
汁
た
る
べ
き
こ
と

　
以
上
二
十
五
ケ
条
は
、
初
期
藩
政
の
法
令
と
し
て
の
、
極
め
て
基
本
的
な
内
容

の
ケ
条
で
あ
る
。
つ
ま
り
幕
府
法
に
従
属
す
る
藩
領
支
配
の
基
本
姿
勢
を
示
す
藩

の
施
政
方
針
と
も
云
え
る
基
本
法
令
で
あ
る
。

　
こ
の
基
本
法
に
、
「
杵
築
藩
」
と
し
て
の
具
体
性
を
持
た
せ
た
法
令
が
、
い
わ
ゆ

る
大
分
県
史
料
収
載
の
「
承
応
の
仰
渡
し
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
埃
た
な
い
。

　
俗
に
、
「
承
応
四
年
、
御
老
中
よ
り
被
二
仰
渡
一
帳
面
写
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
承

応
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
史
料
収
載
の
史
料
で
は
、
そ
の
頭
註
に
「
首
部
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欣
快
」
と
見
え
る
が
、
「
封
事
太
宗
」
に
よ
っ
て
ケ
條
に
は
一
条
の
欣
快
も
な
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
承
応
四
年
の
「
仰
渡
」
は
、
「
封
事
大
京
」
に
よ
る
と
、
「
弐
拾
五
ケ
條

之
外
萬
定
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
前
に
見
た
正
保
二
年

の
二
十
五
ケ
條
と
セ
ッ
ト
に
さ
れ
た
補
足
的
な
明
細
法
令
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
い
で
、
こ
の
承
応
四
年
か
ら
二
十
四
年
を
経
た
延
宝
七
年
二
六
七
九
）
十

月
、
当
藩
で
は
三
十
五
ケ
條
に
及
ぶ
「
郷
中
仕
置
之
僅
々
」
を
発
布
し
て
い
る
。

　
享
保
十
六
年
十
一
月
の
「
郷
中
諸
法
度
」
の
後
書
き
に
よ
る
と
、
「
延
宝
七
年
三

十
五
ケ
條
之
御
定
目
、
年
数
推
移
、
当
時
難
二
相
用
一
條
目
有
い
之
二
付
、
今
度
右

之
通
被
一
一
仰
出
一
候
」
と
見
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
従
来
、
延
宝
七
年
に
三
十
五

ケ
條
の
蝶
々
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
史
料

の
残
存
が
な
く
、
内
容
に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
三
十
五
ケ
條
は
、
先
に
各
ケ
條
の
素
意
を
一
覧
し
た
当
藩
の
初
令
た
る
正

保
二
年
の
「
郷
中
仕
置
の
僅
々
二
十
五
ケ
條
」
に
比
し
て
、
領
内
支
配
の
為
の
基

本
法
令
が
よ
り
具
体
化
し
、
よ
り
規
制
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
正
保
の
條
々

に
見
え
ず
こ
の
延
宝
七
年
令
で
新
ら
し
く
附
加
さ
れ
た
ケ
条
を
一
覧
す
る
と
次
の

如
く
で
あ
る
。

①
一
、
人
畜
改
め
の
厳
格
化

②
一
、
田
畑
永
代
売
買
の
禁
止

③
一
、
根
付
・
苅
取
時
分
の
相
互
扶
助

④
一
、
一
味
徒
党
の
禁
止

⑤
て
講
書
・
謀
判
等
の
処
罰
規
定

⑥
一
、
隠
田
畑
の
摘
発
に
関
す
る
こ
と

汰
の
禁
止

取
り
締
り

⑨
一
、
大
庄
屋
・
小
庄
屋
・
小
百
姓
の
身
分
不
相
応
な
家
作
の
禁
止

⑩
一
、
着
衣
の
制
限

⑥
一
、
祭
礼
・
仏
事
・
祝
儀
に
際
し
て
の
簡
素
化
の
徹
底

　
右
の
内
、
①
③
の
二
條
は
、
大
意
的
に
は
承
応
の
仰
渡
し
の
内
に
見
え
る
ケ
條

で
あ
る
が
、
他
は
す
べ
て
條
令
的
に
新
規
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
正
保
二
年
の
條
目
二
十
五
ケ
條
に
、
ケ
條
的
に
は
僅
か
十
ケ
條
と
は
云
え
、
右

に
か
か
げ
た
延
宝
條
目
の
こ
の
十
ケ
條
の
追
加
は
、
極
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
。
こ
の
特
質
を
、
若
し
Ｔ
百
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
郷
村
取
締
り
の
一
段
の

強
化
と
も
云
え
よ
う
。

　
延
宝
期
と
い
え
ば
、
同
元
年
六
月
の
分
地
制
限
令
の
発
令
、
四
年
の
関
東
八
ケ

国
百
姓
の
鉄
砲
等
所
持
の
禁
制
発
令
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
同
五
年
か
ら
七
年
に

か
け
て
、
幕
府
で
は
畿
内
近
国
の
幕
領
の
総
検
地
を
実
施
し
て
幕
府
財
政
の
基
盤

再
建
を
画
策
し
た
。
各
藩
領
に
於
い
て
も
同
様
で
、
こ
の
時
期
の
「
内
検
帳
」
が

各
地
に
散
見
す
る
の
は
、
こ
の
為
で
あ
る
。
内
検
は
、
幕
府
公
認
の
形
式
的
な
表

高
（
朱
印
高
）
に
対
し
て
、
実
質
的
に
藩
の
財
政
を
切
り
廻
す
各
藩
領
主
が
、
徹

底
し
た
領
内
検
地
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
財
政
の
確
立
を
企
て
る
目
的
か

ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
寸
歩
の
田
地
さ
え
も
見
の
が
さ
な
い
厳

格
さ
が
あ
っ
た
。

　
右
に
一
覧
し
た
如
く
、
延
宝
の
條
目
に
登
場
す
る
ケ
條
は
、
内
検
の
意
図
す
る

⑥
の
隠
田
畑
の
摘
発
に
関
す
る
一
條
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
自
立
小
農
民
の
存

立
を
保
証
す
べ
く
制
定
さ
れ
た
田
畑
永
代
売
買
禁
止
令
の
履
行
、
田
畑
へ
の
完
全

根
付
・
完
全
収
穫
の
た
め
の
相
互
扶
助
、
②
の
徹
底
な
ど
は
、
ま
さ
に
延
宝
の
時
代

を
象
徴
す
る
ケ
條
と
も
云
え
る
。
更
に
④
の
一
味
徒
党
の
禁
止
令
は
、
以
上
の
様

な
強
圧
的
な
施
政
に
対
す
る
農
民
一
揆
を
防
止
す
る
為
の
ケ
條
で
あ
り
、
新
ら
し

い
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
為
に
は
、
⑤
⑦
⑧
の
ケ
條
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
⑨

も
ま
た
同
様
、
「
身
分
相
応
」
を
前
提
と
し
た
社
会
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
ケ
條
で

あ
っ
た
。

　
翌
延
宝
八
年
五
月
、
こ
の
三
十
五
ケ
條
の
郷
中
仕
置
之
蝶
々
の
趣
旨
を
、
執
行

面
で
完
徹
す
べ
き
法
令
と
も
さ
れ
る
定
書
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
郷
中
三
拾
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五
ケ
僅
外
定
控
」
で
あ
る
。

　
こ
の
定
書
は
、
先
に
見
た
如
き
正
保
二
年
の
郷
中
仕
置
之
僅
々
二
十
五
ケ
條
に

対
す
る
承
応
四
年
の
「
貳
拾
五
ケ
僅
萬
定
」
と
同
様
、
前
年
の
延
宝
七
年
の
「
仕
置

之
僅
々
」
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
定
目
で
あ
る
。

　
そ
の
ケ
條
を
見
る
時
、
内
容
的
に
は
、
承
応
の
仰
渡
と
同
内
容
の
も
の
も
見
ら

れ
る
が
、
承
応
の
法
令
に
比
し
て
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
の
詳
細
さ
を
持
つ
と
と

も
に
、
新
ら
し
い
追
加
ケ
條
が
多
い
。

　
延
宝
八
年
の
こ
の
僅
目
は
、
百
ケ
僅
近
い
ケ
條
を
も
つ
大
部
な
も
の
で
あ
る
が

以
下
、
各
ケ
條
の
大
意
を
そ
ろ
え
て
全
覧
し
よ
う
。

①
一
、
大
庄
屋
・
小
庄
屋
・
山
ノ
ロ
・
弁
指
こ
肝
煎
の
作
高
夫
役
赦
免

②
一
、
大
庄
屋
・
小
庄
屋
・
山
ノ
ロ
、
大
庄
屋
の
親
・
嫡
子
の
夫
役
赦
免

③
一
、
大
庄
屋
・
小
庄
屋
・
山
ノ
ロ
の
親
嫡
子
の
夫
役
赦
免

④
一
、
小
庄
屋
、
毛
附
高
百
石
に
付
き
、
一
斗
五
升
（
京
桝
）
給
米

⑤
一
、
郡
奉
行
廻
村
の
節
の
賄
方
規
定

⑥
一
、
大
庄
屋
廻
村
の
賄
方
規
定

⑦
一
、
山
奉
行
・
郡
手
代
・
郷
足
軽
な
ど
の
賄
方

⑧
一
、
鷹
匠
の
賄
方

⑨
一
、
村
継
人
足
・
人
馬
規
定

⑩
一
、
郡
奉
行
・
代
官
・
大
庄
屋
の
郷
中
調
物
の
件

⑥
一
、
宗
門
改
様
の
こ
と

⑩
一
、
奉
公
人
・
請
憎
・
五
才
以
下
の
薪
銭
赦
免

⑩
一
、
百
姓
諸
役
な
ど
の
割
符
に
関
す
る
件

⑩
一
、
没
取
下
見
に
関
す
る
注
意

⑤
一
、
竹
木
遣
し
の
こ
と

⑩
一
、
火
事
逢
着
へ
の
竹
本
下
賜
の
件

混
二
、
駄
賃
銭
、
壱
里
四
歩
の
定

⑩
一
、
人
足
賃
銭
、
壱
里
壱
分
五
厘
定

⑩
一
、
壱
駄
荷
、
八
拾
五
貫
た
る
べ
し
。

⑩
一
、
乗
懸
り
に
関
し
て

収
一
、
人
足
、
壱
人
の
荷
物
は
七
貫
目
た
る
べ
し
。

⑩
一
、
所
務
下
ケ
札
造
し
の
こ
と

⑩
一
、
百
姓
の
新
開
田
、
鍬
下
年
季
定

収
一
、
百
姓
の
新
開
畑
、
　
　
β

啓
一
、
一
年
作
の
け
ず
り
畑
に
関
し
て

収
一
、
新
開
発
の
禁
止
と
、
許
可
の
件

効
一
、
空
地
定
免
の
件

儲
二
、
郷
中
切
銭
の
定

啓
一
、
諸
出
米
、
切
銭
の
年
貢
皆
済
以
後
の
割
符
定

⑩
一
、
酒
造
赦
免
者
の
こ
と

収
二
帰
参
百
姓
、
牢
人
百
姓
の
扱
い
方

⑩
一
、
牢
人
百
姓
の
有
り
付
方
に
つ
い
て

⑩
一
、
牢
大
百
姓
開
発
の
田
畑
の
鍬
下
年
季
に
つ
い
て

⑩
一
、
百
姓
少
き
村
え
の
移
り
百
姓
の
件

啓
一
、
新
塩
浜
の
年
貢
に
関
し
て

儲
二
、
諸
代
米
定
の
こ
と

　
　
一
、
灘
于
十
月
よ
り
正
月
迄
の
看
直
段

　
　
一
、
二
月
よ
り
九
月
迄
八
ケ
月
間
の
肴
直
段

　
　
一
、
片
野
網
看
こ
ま
物
、
十
月
よ
り
正
月
迄
四
ケ
月
の
直
段
。
二
月
よ
り
九
月
迄
の
直
段

収
一
、
諸
運
上
定

⑩
一
、
領
内
住
宅
特
牢
大
の
開
発
地
は
作
り
取
り
た
る
べ
き
こ
と

⑩
二
禁
制
外
の
商
売
は
郡
方
役
人
の
証
文
又
は
免
札
を
受
く
べ
き
こ
と

⑩
一
、
守
江
御
茶
屋
の
特
殊
た
る
故
、
当
村
百
姓
夫
役
赦
免
の
こ
と

（
肋
二
、
山
ノ
ロ
帯
刀
許
可
の
こ
と

㈲
一
、
諸
百
姓
、
御
預
り
地
と
の
縁
組
の
許
可
の
こ
と

⑩
一
、
八
坂
村
に
関
す
る
件

㈲
一
、
領
内
住
宅
特
待
よ
千
人
の
麦
作
は
反
別
赦
免
の
こ
と

酋
二
、
安
岐
・
灘
于
浦
の
役
儀
、
事
に
よ
り
赦
免
の
こ
と

翁
二
、
定
地
特
の
村
に
関
す
る
件

⑥
一
、
田
畑
根
毛
の
時
分
の
種
子
米
は
、
一
倍
迄
は
皆
損
扱
い
に
す
る
こ
と

⑩
一
、
新
田
畑
根
毛
の
節
の
種
子
は
下
賜
の
定
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⑩
一
、
在
々
神
社
祭
礼
料
米
の
件

⑩
一
、
反
別
火
小
麦
の
こ
と

（
ａ
二
、
在
々
定
地
の
川
成
、
損
毛
は
損
毛
な
る
と
も
上
貢
す
べ
き
こ
と

啓
一
、
塩
浜
土
定
の
こ
と

⑩
一
、
た
ば
こ
畑
赦
免
の
こ
と

啓
べ
往
還
と
し
て
田
畑
を
費
す
析
は
、
代
地
を
保
証
し
な
い
こ
と

啓
一
、
ハ
坂
組
諸
百
姓
の
預
り
他
と
の
縁
組
赦
免

（
習
一
、
郷
足
軽
の
着
替
人
足
に
関
す
る
こ
と

啓
一
、
百
姓
抱
え
の
田
畑
を
召
上
の
節
の
扱
い
方
に
つ
い
て

啓
一
、
百
姓
の
秀
植
済
他
の
費
他
と
な
る
場
合
の
扱
い
に
つ
い
て

⑩
一
、
従
来
よ
り
納
来
る
茶
麦
（
茶
薗
）
の
件

諺
一
、
百
姓
子
供
兄
弟
、
譜
人
・
年
季
人
の
科
に
際
し
無
断
処
罰
を
禁
ず

諺
一
、
年
貢
地
内
の
漆
木
は
地
主
に
下
し
、
公
収
の
上
、
代
物
を
与
え
る
こ
と

息
二
、
他
所
者
の
滞
留
に
関
す
る
規
定

台
）
一
、
諸
奉
公
人
の
無
社
禁
止

柳
一
、
郷
中
御
成
の
節
の
宿
賃
の
定

啓
一
、

啓
一
、
新
開
の
他
に
屋
敷
を
構
え
れ
ば
新
地
畑
同
前
の
年
季
定

茄
一
、
（
付
紙
）
新
地
引
様
改
の
こ
と

鑓
二
、
浦
方
定

紐
一
、
破
損
船
並
助
船
御
定

⑩
一
、
山
方
定

啓
一
、
蔵
法

⑩
一
、
小
庄
屋
の
帳
紙
定

⑩
二
小
庄
屋
墨
筆
油
の
定

⑩
一
、
諸
出
米
は
年
貢
皆
済
以
後
十
一
月
十
二
月
中
に
小
門
よ
り
取
立
の
こ
と

啓
一
、
木
付
蔵
番
、
聞
番
の
件

啓
一
、
御
蔵
欠
米
小
廻
し
運
貢
米
等
の
件

茄
一
、
不
良
米
、
不
良
大
豆
の
納
入
を
禁
ず
。

⑩
一
、
大
坂
登
せ
石
物
俵
拵
の
こ
と

⑩
一
、
石
物
請
取
の
節
、
不
正
の
な
き
様

⑩
一
、
各
蔵
で
の
新
旧
米
の
引
替
え
を
禁
ず
。

但
二
、
石
物
さ
し
ぬ
き
改
め
の
件

但
二
、
木
付
蔵
よ
り
出
荷
石
物
の
改
め
を
厳
正
に
せ
よ
。

參
一
、
木
付
蔵
へ
の
小
廻
し
石
物
に
関
す
る
送
り
状
の
件

參
一
、
郷
蔵
よ
り
木
付
蔵
へ
の
小
廻
し
石
物
蔵
出
し
の
作

物
一
、
蔵
上
納
石
物
の
外
、
一
切
の
預
り
禁
止
の
こ
と

參
一
、
蔵
で
の
他
借
取
遣
り
の
禁
止

励
一
、
符
奉
行
・
蔵
取
の
出
役
は
八
月
よ
り
十
二
、
月
迄
毎
日
六
ツ
時
に
出
勤
の
こ
と

啓
一
、
半
石
物
に
関
す
る
定

啓
一
、
年
貢
上
納
期
の
、
村
役
人
の
出
勤
に
関
す
る
こ
と

　
以
下
が
、
延
宝
八
年
の
定
目
の
各
ケ
條
の
大
様
で
あ
る
。

　
今
日
ま
で
知
見
さ
れ
て
い
た
承
応
の
仰
出
し
の
内
容
は
、
二
豊
諸
藩
の
郷
中
法

度
の
中
で
は
、
比
較
的
具
体
性
を
持
つ
法
令
と
目
さ
れ
、
例
え
ば
「
浦
々
法
度
書
」

や
「
郷
中
万
切
銭
定
」
の
ケ
條
は
、
他
藩
法
令
に
は
見
え
な
い
特
殊
な
面
で
の
具

体
的
な
内
容
と
し
て
大
き
く
注
目
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
延
宝
八
年
の
法
令
は
、

質
的
に
こ
れ
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
下
、
こ
の
延
宝
八
年
の
法
令
の
内
で
、
そ
の
特
質
的
な
ケ
條
を
と
り
上
げ
、
延

宝
期
の
藩
政
志
向
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
Ｏ
　
百
姓
新
開
田
畑
、
並
び
に
自
領
他
領
牢
人
の
新
開
等
に
関
す
る
規
定
。

　
右
に
一
覧
し
た
表
中
の
⑩
⑩
⑤
⑩
⑩
⑩
⑩
⑩
な
ど
の
ケ
條
が
、
こ
れ
に
該
当
す

　
先
の
承
応
四
年
の
仰
渡
し
に
よ
る
と
、
開
田
畑
の
鍬
下
年
季
規
定
、
け
ず
り
畑
・

か
り
畑
の
作
り
取
規
定
を
か
か
げ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
「
新
開
田
畑
共
に
御

法
度
二
被
゜
仰
付
一
候
間
、
少
し
も
開
申
間
数
候
」
と
し
て
、
開
添
な
ど
止
む
を

得
な
い
場
合
に
限
り
、
奉
行
に
届
け
出
の
上
、
許
可
す
る
旨
を
命
じ
て
い
る
。
こ

の
点
は
、
延
宝
八
年
の
定
目
で
も
基
調
的
に
は
変
化
は
な
い
。

　
特
に
百
姓
新
開
に
開
し
て
は
、
承
応
四
年
の
令
に
比
し
て
田
と
畑
の
鍬
下
年
季

25



の
免
率
等
を
各
別
し
、
新
田
は
開
田
か
ら
五
年
目
は
免
一
つ
成
、
六
年
目
か
ら
十

年
目
迄
は
本
免
に
二
つ
下
り
、
十
一
年
目
か
ら
本
免
に
入
れ
る
と
規
定
し
、
幕
府

か
ら
の
通
達
に
よ
り
、
本
免
入
れ
以
前
の
百
姓
へ
の
夫
役
賦
課
を
禁
止
す
る
と
規

定
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
は
、
承
応
令
が
「
田
畑
開
初
の
年
よ
り
三
年
は
作
取
、
四
年
目
～
七
年

目
ま
で
は
壱
ツ
成
、
八
年
目
よ
り
拾
年
ま
で
は
其
村
の
本
免
に
弐
ツ
下
り
、
拾
年

目
よ
り
は
本
免
」
と
し
て
、
田
畑
と
同
格
に
扱
っ
た
点
と
、
大
き
く
相
違
す
る
。

よ
り
緻
密
な
収
租
の
体
制
へ
の
強
化
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
他
、
帰
参
百
姓
・
牢
人
百
姓
の
保
護
、
入
少
の
農
村
へ
の
移
り
百
姓
の
扱

い
に
つ
い
て
も
規
定
し
、
変
化
す
る
農
村
に
対
す
る
対
応
姿
勢
を
強
化
し
た
面
が

具
現
し
て
い
る
。

�
　
諸
代
米
に
関
す
る
規
定

　
　
「
米
遣
い
の
経
済
」
と
呼
ば
れ
る
近
世
に
あ
っ
て
は
、
米
穀
で
諸
物
品
の
代
価

は
換
算
さ
れ
る
。
「
代
米
」
は
諸
物
価
・
労
賃
な
ど
の
米
量
と
の
換
算
率
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
、
延
宝
令
の
「
諸
代
米
定
之
事
」
は
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
規
定
は
、
ま
ず
藁
・
勝
藁
を
は
じ
め
と
す
る
農
村
で
の
小
物
成
的
な
副
産

物
、
課
役
人
夫
賃
、
移
百
姓
扶
持
料
な
ど
を
米
麦
量
に
換
算
し
、
続
け
て
、
灘
手
・

片
野
浦
な
ど
で
の
海
産
物
の
代
米
価
を
、
十
月
か
ら
正
月
迄
、
二
月
か
ら
九
月
迄

の
二
季
に
分
け
て
、
こ
ま
か
く
規
定
す
る
。

　
例
え
ば
、
「
灘
手
十
月
よ
り
正
月
迄
肴
直
段
」
の
項
で
は
、
一
、
五
寸
鯛
壱
枚
・

代
米
壱
合
ハ
勺
、
一
、
七
寸
鯛
・
代
米
五
合
弐
勺
、
一
、
壱
尺
五
寸
鯛
・
代
米
弐

升
四
合
五
勺
な
ど
と
し
、
「
二
月
よ
り
九
月
迄
八
ケ
月
分
」
の
項
で
は
、
一
、
五
寸

鯛
壱
枚
・
代
米
九
勺
、
一
、
壱
尺
五
寸
鯛
・
代
米
壱
升
九
合
五
勺
と
し
て
、
季
節

に
よ
る
捕
獲
量
、
需
要
量
に
基
ず
く
海
産
物
の
直
段
の
変
化
を
明
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
外
、
牛
戻
・
生
わ
ら
び
・
竹
の
子
・
せ
り
・
み
か
ん
・
梨
・
栗
・
洗

さ
と
い
も
・
け
し
・
木
い
ち
ご
な
ど
、
農
産
物
、
採
草
類
、
果
実
な
ど
様
々
な
物

品
の
代
米
価
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
期
の
物
価
、
そ
の
変
動
の
実
態
ば

か
り
で
な
く
、
農
海
村
の
第
一
次
産
品
の
流
通
の
様
子
を
知
る
上
に
、
極
め
て
重

要
な
史
料
と
な
る
。

　
目
　
諸
運
上
に
関
す
る
規
定

　
藩
経
済
に
と
っ
て
、
諸
運
上
銀
銭
は
、
正
租
・
小
物
成
と
と
も
に
、
極
め
て
重

要
な
比
重
を
占
め
る
収
入
で
あ
る
。

　
こ
の
延
宝
令
に
定
め
る
運
上
は
、
農
漁
村
に
お
け
る
狩
漁
猟
や
製
炭
に
関
す
る

も
の
の
み
を
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
唐
あ
み
札
・
雄
子
締
札
・
鳩
あ
み
札
・
川

う
け
（
笙
）
札
・
海
立
網
札
・
鍛
治
炭
札
・
鉄
砲
殺
生
札
な
ど
で
あ
る
。

　
固
　
塩
浜
（
製
塩
）
に
関
す
る
規
定

　
　
「
塩
浜
土
定
」
は
、
塩
年
貢
上
納
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

　
塩
は
生
活
必
要
品
と
し
て
、
各
地
で
生
産
さ
れ
、
そ
の
塩
田
は
、
検
地
の
対
象

と
な
り
塩
浜
年
貢
が
課
さ
れ
る
。
二
豊
諸
藩
の
う
ち
、
海
岸
線
の
長
い
杵
築
藩
は
、

特
に
製
塩
が
盛
ん
で
、
中
で
も
姫
島
の
製
塩
は
知
名
で
あ
っ
た
。

　
　
「
塩
浜
土
定
」
に
よ
る
と
、
小
原
・
横
手
・
富
来
・
米
油
・
竹
田
津
の
五
手
水

に
属
す
る
海
岸
村
落
の
塩
年
貢
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

竹

田

津

来

浦

富

来

横

平

小

原

手

水

名

姫

島

向
田

浜

堅

来

北

江

黒小
津旅

心ji

監
寺．

村

名

四

石

一一
一
斗

ｌ ｊ ｜ ｉ

一上

反
一一
付浜

一－
一
石

六

斗
｜ ｉ

一
一石
１

一中

反

一一
付浜

一一
一石

－

石

五
斗

一
石

五
斗

一
石
五
斗

一

石
一
一斗

一下

反
一一
付浜

ｊ

レ

j≒
｜

－
石

一
一
斗
｜

一下
‰

一付浜
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右
表
に
現
れ
る
如
く
、
姫
島
塩
田
が
い
か
に
上
質
の
製
塩
を
な
す
地
域
で
あ
っ

た
か
が
知
ら
れ
る
。
規
定
に
よ
る
と
、
塩
年
貢
に
は
、
一
石
に
付
き
三
升
の
口
塩

が
附
加
さ
れ
て
い
た
。
承
応
令
に
は
、
新
塩
田
成
就
に
際
し
て
の
塩
年
貢
の
鍬
下
年

貢
規
定
が
見
え
る
ば
か
り
で
あ
り
、
塩
年
貢
に
関
す
る
明
確
な
規
定
は
、
こ
の
延

宝
令
が
初
見
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
破
損
船
な
ら
び
に
助
船
規
定

　
近
世
は
、
幕
藩
体
制
の
も
と
に
江
戸
・
大
阪
を
中
心
に
全
国
各
地
と
の
物
資
流

通
活
動
が
盛
行
し
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
為
に
、
大
量
の
物
資
を
早
く
輸
送
す
る

手
段
と
し
て
舟
に
よ
る
海
上
輸
送
の
技
術
が
急
速
に
発
展
し
た
。
幕
府
で
は
、
こ

う
し
た
時
勢
に
対
処
す
べ
く
、
海
上
の
安
全
航
行
に
関
し
て
の
法
令
を
発
し
、
難

破
船
の
救
助
に
力
を
入
れ
た
。
杵
築
藩
は
、
周
防
灘
・
伊
予
灘
を
通
航
す
る
船
便

に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
に
ら
み
の
効
く
立
地
に
あ
り
、
従
っ
て
、
他
藩
に
比
し
て
詳

細
な
救
助
規
定
を
見
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
破
損
船
井
助
船
御
定
」
項
に
収
め
る
「
覚
」
に
よ
る
と
、

雖
レ
為
二
何
船
、
一
道
二
悪
風
一
及
二
難
儀
一
時
は
、
船
壱
幄
に
助
船
三
鰹
或
四
嫂
或

五
嫂
模
寄
之
浦
よ
り
其
相
応
二
見
計
ひ
、
如
ぃ
此
乗
組
不
ぃ
移
・
鋳
刻
一
槽
出
、
随

分
人
を
助
随
二
時
宜
一
候
て
は
、
船
と
も
浦
津
へ
槽
入
、
不
二
破
損
一
様
二
相
働

べ
し
、

と
し
て
、
具
体
的
に
規
定
を
設
け
た
。
こ
の
規
定
は
、
ハ
坂
手
永
の
高
須
村
・
片

野
村
を
は
じ
め
、
十
六
ヶ
所
の
浦
辺
村
を
、
「
助
船
」
の
出
船
の
浦
と
定
め
て
い
る
。

そ
し
て
更
に
、
破
船
に
伴
な
う
沈
荷
、
浮
流
荷
の
扱
い
に
つ
い
て
定
め
、
「
破
損
船

改
め
」
の
書
式
を
か
か
げ
て
い
る
。

　
㈲
山
方
定

　
山
林
原
野
に
対
す
る
行
政
的
規
制
が
強
化
さ
れ
る
の
も
、
近
世
の
特
徴
で
あ
る
。

　
二
豊
諸
藩
で
は
、
中
津
藩
に
お
け
る
、
宝
暦
期
の
「
山
方
定
法
」
は
世
に
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
前
代
に
お
け
る
こ
の
種
の
ま
と
ま
っ
た
法
令

は
、
こ
の
延
宝
令
が
初
見
で
あ
ろ
う
。
「
山
方
定
」
は
、
全
二
十
四
ケ
條
か
ら
成
り
、

山
林
原
野
の
竹
本
の
伐
採
、
用
水
普
請
用
の
竹
本
の
利
用
許
可
、
植
林
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
規
定
す
る
。
ケ
條
中
に
は
、
請
藪
上
代
定
、
呉
・
苦
竹
直
設
定
、
請
藪

斗
代
定
な
ど
が
見
え
、
山
林
竹
本
管
理
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

旧
　
蔵
　
　
法

　
藩
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
施
設
は
、
年
貢
米
を
収
納
す
る
蔵
で
あ
り
、
そ
こ
で

出
納
す
る
業
務
も
ま
た
厳
正
が
必
要
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
年
貢
の
集
荷
、
運
搬
納

入
、
大
阪
・
江
戸
へ
の
廻
米
、
給
米
と
し
て
の
支
出
業
務
等
に
つ
い
て
規
定
す
る

の
が
「
蔵
法
」
で
あ
る
。

　
承
応
四
年
の
令
で
は
「
御
蔵
納
法
度
吉
之
事
」
と
あ
り
、
十
四
ケ
條
に
亘
る
條

目
が
見
え
て
い
る
。

　
十
七
世
紀
末
葉
期
、
つ
ま
り
延
宝
期
を
前
後
す
る
時
代
に
集
中
的
に
見
ら
れ
る

郷
中
法
度
や
度
々
の
内
検
の
実
施
は
、
諸
藩
の
農
政
指
導
や
収
奪
体
制
が
積
極
的

に
展
開
し
て
行
く
様
子
を
証
左
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
幕
府
で
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
、
著
名
な
分
地
制
限
令
を
発
し
て
、
農
民

の
土
地
保
有
の
零
細
化
及
び
農
民
層
分
解
作
用
を
阻
止
し
、
最
低
限
必
要
な
再
生
産

手
段
の
為
の
土
地
保
有
を
法
的
に
保
証
し
よ
う
と
企
っ
た
。

　
一
方
、
限
界
に
達
し
た
正
租
収
入
か
ら
、
島
山
漁
村
に
普
及
す
る
小
商
品
作
物
の
流

通
の
成
果
を
、
小
物
成
と
し
て
収
租
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
志
向
し
、
そ
こ
に
統
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制
の
目
標
を
あ
て
は
じ
め
る
。

　
杵
築
藩
の
延
宝
八
年
の
法
令
に
新
た
に
登
場
す
る
諸
ケ
條
は
、
同
様
に
新
ら
し

い
時
代
に
対
応
す
べ
き
基
調
的
な
指
導
方
針
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
ケ
旅
中
に
見
え
る
村
役
の
役
職
執
務
の
厳
正
化
、
不
法
収
奪
（
応
対
）
の
禁
止
、

村
入
用
の
高
割
的
な
役
負
担
、
山
林
原
野
の
竹
本
土
地
に
関
す
る
規
制
な
ど
は
、

ま
さ
に
郷
村
を
収
租
の
最
大
の
母
胎
と
し
て
認
知
す
る
、
藩
の
基
本
姿
勢
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

　
享
保
十
六
年
の
、
当
藩
の
諸
法
度
に
「
至
干
今
、
立
来
法
例
ハ
、
弥
無
二
違
背
一

様
可
二
中
村
一
族
」
と
藩
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
立
藩
当
初
の
志
向
と
変
る
も

の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
次
第
に
不
可
避
的
に
変
質
し
て
行
く
政
治
経
済
状
況
に
対
応
す
る
た

め
に
発
せ
ら
れ
る
の
が
、
か
よ
う
な
新
法
令
で
あ
る
。

　
二
豊
諸
藩
の
諸
法
令
に
関
し
て
は
、
そ
の
実
態
は
、
今
日
、
未
知
の
部
分
が
多
い
。

　
領
主
経
済
の
困
窮
化
は
、
対
領
内
へ
の
洙
求
の
強
化
を
進
展
さ
せ
る
が
、
こ
の

事
は
農
村
経
済
の
進
展
、
農
民
層
分
化
現
象
と
相
対
的
に
作
用
し
て
、
逃
散
を
中

心
と
す
る
農
民
動
向
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
様
な
事
態
に
つ
い
て
は
、
更
に

在
地
的
な
史
料
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
新
知
見

の
法
令
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
段
階
へ
の
指
針
の
参
考
に
資
し
た
い
と

思
う
の
で
あ
る
。

註
　
（
Ｉ
）
後
藤
重
巳
「
監
郡
右
置
」
と
「
執
睨
録
」
『
別
府
大
学
紀
要
・
第
十
七
集
』
昭
和
五

　
　
　
　
　
　
十
二
年
一
月

　
　
　
（
２
）
後
藤
重
巳
『
大
分
の
歴
史
・
第
七
巻
』
昭
和
五
十
四
年
八
月

　
　
　
（
３
）
後
藤
重
巳
「
飛
地
頭
支
配
に
於
け
る
問
題
点
」
『
史
学
論
叢
・
第
七
号
』
昭
和
五
十

　
　
　
　
　
　
一
年

　
　
　
（
４
）
　
（
３
）
に
同
じ

　
　
　
（
５
）
「
能
見
松
平
氏
御
由
緒
」
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
文
書

　
　
　
（
６
）
「
田
染
水
鏡
」
豊
後
高
田
市
田
染
中
村
、
河
野
氏
所
蔵
、
正
式
に
は
「
水
鏡
」

（
７
）
是
永
六
雅
『
追
遠
拾
遺
』
の
中
に
散
見
す
る
。

（
８
）
「
封
事
太
京
」
冊
子
仕
立
本
。
宇
佐
市
橋
津
、
橋
津
守
英
氏
所
蔵

（
９
）
『
大
分
県
史
料
・
第
十
七
巻
』
「
各
藩
史
料
」
収
、
国
東
町
後
藤
敏
宏
氏
所
華
天
料
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